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多様化する居住ニーズを踏まえた民間賃貸住宅の新たな投資判断
・民間賃貸住宅は、計画修繕の資金が確保されにくく、老朽
化・空家化の負のスパイラスに陥りるリスクが高い。
・一方、ライフスタイルの変化に伴う、サブスクリプション
型居住サービス（多拠点居住）やシェアハウス等など、新た
な活用方法がみられる。
・このような多様化する居住ニーズを踏まえ、賃貸住宅オー
ナーによる適切な投資判断を支援するため、新たな賃貸住宅
の活用方法について調査。
・新たな取組を適切に運営するために必要となる事業者等の
役割と、新たな取組の普及に向けて必要となる課題とその解
決方策の検討を行った。
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